書き 度い という 気になった のさえ、 そこに は 何 か、 捨 

て 難い 粋、 縁の ある 証拠ではないだろう か。 

書きながら、 私 は 霧 かとで も 思うよう な 何もの かが、 

仄かに 胸 を 流れ 去る の を 感じる。 彼方が、 はっきり 心 

像の 中に 趣った。 黒い 木の 大門が 立って いる。 衝立の 

ある 正面の 大 玄関、 敷つ めた 大粒な 砂利。 細い 竹で 仕 

切った 枯れた 花壇の 傍の 小 使 部屋で は、 黒い 法被 を 着、 

白い 緒の 草履 を 穿いた 男が、 背中 を 丸めて 何 かしてい 

る。 奥の 方の、 古臭い ボン ボン 時計。 II 私 は、 通り 

すがりに 一 寸見、 それが 誰 だか 一 目で 見分ける。 平賀 

だ。 大観 音の 先の ブリキ 屋の 人で ある。 



尺、 二 枚の 扉に 隙が 出来る。 と、 誰かが 勇者の 勢で そ 

こから 内に、 U リ 込む。 どっとい う 笑声 や 喝采。 あと か 

ら、 あとから。 ちゃんと 門が 開き 切った 時分に は、 恐 

らく 誰 一 人 往来に 立って 待って はいないだろう。 

入って しまえば もう 安心し、 砂利の 上で 肱 を 張り 張 

リ 歩いて 左の 方に 行く。 —— 

女の 下駄箱 は 正面の 左手に あり、 男の は 右手の 方に 

あって、 そこ を 抜けて は 小 使が 教室の 用事 を 足した。 

両方と もが 狭く、 薄暗く、 雨の 日 や 冬 は、 寒い 位 ひや 

ひやした。 丁度、 図書館の 書物 蔵の ように、 高く まで 

大きな 箱が 幾通りに も 立ち、 バタン、 バタンと 賑に落 



下駄 か、 皮 草履 を 穿いて 通学した。 いつもい つも 靴 を 

穿いて いるの は、 きっと、 級の 中で も 気取 屋に 属して 

いたよう な 有様な ので ある。 

それで、 今 書きながら も 念い 出して おかし いのは、 

私の 一級 下に、 或る 金 持の、 痩せて 特徴の ある 表情 を 

した 令嬢が いた。 その 人 は、 いつでも 靴 を 穿いて いる。 

而も、 その 靴が、 子供ら しい；^ 犬の ような ので はなく、 

細く、 踵が きっと 高く、 まるで 貴婦人の 履き 料の よう 

な 華奢な 形の ものな ので ある。 

十二 三の 女の子の 眼 を瞠ら せずに は 置かない。 私 は、 

驚いたり、 羨し かったり で、 熱心に 眺めた。 ところが、 



格 的、 或は 人間的 純 . 不純の 直覚が あるか、 少し 頭の 

問題に なると、 なおお しまいの 見通し は 利かなくなる。 

もう 止めよう。 

あの 古い 藤棚の 下で は、 今 も猶、 私の 耳に 空気 を顫 

わす カレ ドニ アンが 響いて いる。 

文字 を 徹して、 私共の 久しく 御 目に かからない 先生 

がた に、 御 挨拶 申 上ます。 

二 九 ニー 年 十二月〕 
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